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「モデムの速度」とひと口に言い

ますが、実際には「ユーザーのモデ

ムとプロバイダーのモデムを接続する速度」

と「パソコンとモデムを接続する速度」があ

って、前者を「回線通信速度」、後者を「端

末通信速度」と呼びます。

「回線通信速度」は電話回線でデータを

やり取りできる最大転送速度を示していま

す。しかしこれは条件が完全に整った場合

の理論値であり、実際にはノイズなどによ

って速度が落ちてしまうので、必ずしもそ

の速度が出るわけではありません。また逆

に、モデムが持つデータ圧縮機能によっ

て回線通信速度以上の通信ができること

もあります。

さてご質問の「最高速度」ですが、これ

はシリアルポートを使ってパソコンとモデム

を接続するときの「端末通信速度」です。

この項目には「4800」、「9600」、「19200」、

「38400」、「57600」、「115200」といった選

択肢がありますが、通常はモデムのデータ

圧縮機能を考慮して、回線通信速度より

速い速度（最大）を指定します。

なお、56Kモデムはこの通信に対応し

たプロバイダーに接続した時に、プロバイ

ダー側からユーザー側への回線通信速度

が最大56Kbpsになるというものです。ユ

ーザー側からプロバイダー側への回線通

信速度は33.6Kbpsになります。（編集部）
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このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
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モデムの設定に「最高速度」と

いうのがありますが、ここにはどん

な数字を入れればよいのでしょうか。

私は56Kモデムを使っていますが、

「56000」という数字はメニューに出

てきません。 （山本敏弘さん）
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もう1つ、メールサーバーに着いたメール

を取り出すためのプロトコルに「IMAP4」

（Internet Message Access Protocol 4）と

いうものがあります。IMAP4の場合はメー

ルサーバーにアクセスするとまずメッセージ

ヘッダーのみがダウンロードされます。そして

内容を読むときは必要なメールだけをその

つどユーザー側に転送する仕組みになって

いるので、ユーザーのパソコンのディスク容

量は非常に少なくて済みます。このため、

電子メールをPDAなどのモバイル環境で

読む場合に有効です。サーバー上のメール

ボックスとユーザーのメールソフトは同期で

きるので、メールソフト側で不要なメールを

削除するとサーバー側でも削除されます。

POP3とIMAP4にはそれぞれ短所もあり

ます。POP3は接続するたびに新しいメッ

セージをすべてダウンロードします。また複

数のパソコンを使ってサーバーにアクセス

するときに「メールをサーバーに残す」とい

う設定にする必要があります。

IMAP4の場合は、メールを読むときは必

ずインターネットに接続しなければなりませ

んし、ローカルで読みたいときはあらかじめ

メールをダウンロードする必要があります。

またメールサーバー側にすべてのメールを

保管しておくためには膨大な量のハードデ

ィスクが必要になります。 （編集部）

トがメールサーバーにスプールされてい

るメールのファイルを受け取ることで行

われます。このとき一番よく使われるプ

ロトコルが「 POP3」（ Post Office

Protocol Version3）で、スプールファイ

ルをメールソフトに送信するサーバーを

POP3サーバーと呼びます。

POP3では、ユーザーのソフトが「サーバ

ーにあるメールを転送してください」という

コマンドをメールサーバーに送ると、サーバ

ーはメールを単純なテキストとして転送して

きます。サーバーに着信したメールはすべて

一度にユーザー側にダウンロードして、メー

ルソフトを使ってファイルを読みます。また

メッセージをサーバーに残すかどうかを選択

できるので、サーバーに残しておいて別のパ

ソコンからアクセスすることもできます。

あるプロバイダーから別のプロバイダ

ーのサーバーにあるメールを受け取る場

合POP3では、メールサーバーに接続する

ための認証用パスワードが単純なテキスト

で送信されてしまうため、パスワードが漏洩

してしまう可能性があります。これを防ぐた

めに登場したのが「APOP」（Authenticate

Post Office Protocol）です。APOPではメ

ールサーバーに接続するときに1つのパス

ワードではなく、毎回異なるパスワードを利

用して認証するので、パスワードを盗まれ

る可能性が低くなるのです。
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メールのやり取りはユーザーが使

用しているパソコン同士を直接接続

するのではなく、インターネット接続プロバ

イダーなどに設置されたサーバーを経由し

て行われています。つまりメールを送信す

る場合は、自分が使用しているプロバイダ

ーのメールサーバーを通って相手のプロバ

イダーのメールサーバーに送られ、相手は

自分が使用しているプロバイダーのサーバ

ーまでメールを取りに行くという作業を行

っているのです。サーバーや通信プロトコ

ルにはいくつかの種類があります。

メールの送信には「SMTP」というプロ

トコルを使います。また、SMTPを使う

サーバーをSMTPサーバーといいます。ユ

ーザーがメールを送信するとき、メール

ソフトはSMTPを使ってSMTPサーバー

に送信します。このとき送信されるもの

は送信者のメールアドレス、送り先のメ

ールアドレス、メールの本文などです。メ

ールソフトからメールを受け取ったSMTP

サーバーは送り先を見て適切なSMTPサ

ーバーにSMTPを使って転送します。最

終的にメールが送り先のSMTPサーバー

まで到達すると、そのSMTPサーバーはメ

ールをファイルにスプールします。

メールの受信はユーザーのメールソフ

電子メールソフトのサーバーの

設定をするときに、「POP3」や

「SMTP」、「IMAP4」というのが出て

きますが、これはどう違うのですか？

（碓井さん）
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図：メールの仕組み
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ーネットを使って友達を増やすのはよくな

いと言っているわけでもありません。ただ、

「いいこと」も「わるいこと」もあるわけで、

これをうまく利用するのは利用者自身の責

任であるということなのです。

「いいこと」は積極的に利用し、「わるい

こと」はできるだけ避けるようにすることは、

自分自身の責任なのです。そういったこと

を身につけることも、インターネット時代を

生きるうえで重要なことだと思います。

とはいうものの、特別なことは何もない

と思います。普通の社会と同じように考え

ればよいのです。通常インターネットを利

用している場所が自分の部屋だったりする

と閉鎖された空間のような気がしますが、

実はインターネットという広い社会に接し

ているのだということを忘れなければ、大

きな問題に出会うことはないと思います。

怯えることはありません。うまく使えば、

インターネットは無限の可能性を持ってい

ます。「インターネット」という道具を使い

こなして、より視野の広い世界人になって

ください。 （砂原秀樹）

がら、特別な社会ではなく、一般的な社会

となんら変わりがないのです。このように考

えると、自分が一般の社会でどのように行

動しているのかを考えればインターネット

でもどうすればよいのかわかってくると思い

ます。

たとえば、道を歩いていて初めて会った

人に自分の名前をすぐに告げたりするでし

ょうか。あるいは、何度か電話で話しただ

けの相手に自分の住所を教えたりするでし

ょうか。普通ではそういうことをする人はい

ないでしょう。これと同じなのです。

ホームページは「道に立てられている看

板」と同じで、誰もが見る可能性がありま

す。そういったところにプライベートな情報

を書くことは非常に危険であるということ

を覚えておいてください。メーリングリストで

も、発言している人たち以外に多くの人が

参加しています。つまり、「自分が送ったメッ

セージは、メーリングリストに参加している人

全員に送られている」ということを常に頭

に置いておくべきでしょう。こういう状況で

はプライベートな情報を流すことには細心

の注意を払うべきだと思います。

決して脅すつもりはありませんし、インタ

インターネットを利用し始めたこ

ろは、メールが届くと嬉しくてしよう

がないと思います（僕がインターネットを始

めたころはインターネットを「作る」ことから

やっていましたから、それこそ楽しかったで

すね）。ですからメールがたくさん届くよう

に、ホームページをきれいに作ったり、メー

リングリストに参加したり、いろいろやって

みているのではないでしょうか。インターネ

ットは「人と人をつなぐネットワーク」ですか

ら、こうしたことは非常に好ましいことなの

です。こうした中で出会いがあり、人生に

大きな影響を受けた人たちもたくさんいる

わけです。

しかし、最近の新聞報道などにもあるよ

うに、こうした出会いが必ずしもプラスと

なるものばかりではないことも事実です。

よく考えてみてください。インターネット

というと特別なもののような気がしますが、

それを利用するのは結局人間なのです。で

すから、「サイバースペース」などと言いな
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インターネットを始めたばかり

で、メーリングリストや掲示板など

を利用しています。いろいろなところ

で「本名や住所などのプロフィールは

一切公開しないほうがいいよ」と言わ

れるのですが、なぜなのでしょう。

（真由子さん）
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インターネットも普通の社会も同じように、自己責任で行動しなければならない
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